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雑
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.錄
：

交
戦
國
货
幣
低
落
.と
其
防
策
.

•
る
を
感
ず
。
今
次
戰
飿
に
際
し
て
非
常
の
低
落
を
來
し 

k

る
爲
替
調
節
に
就
き
*
も
意
を
致
し
れ
る
も
英
國
な 

る
が
、
同
時
に
其
效
果
を
全
ぅ
し
た
る
も
亦
英
國
な
b
 

這
は
固
ょ
り
英
國
財
力
.の
豐
富
な
る
に
因
る
は
勿
論
な 

ら
ん
も
功
英
M
L
Kか
®

國
の
急
に
處
し
て
能
X

自
制 

を
守
り
、
其
財
力
を
適
當
に
按
配
し
、
消
费
の
ti
約
、
 

金
の
.蓄
«

、
现
送
、.
e
券
の
蒐
集
"
賣
却
、
公
倩
の
募 

秫

類
相
湯

 

英

國

谣

倍

四

•七
六
^

.

集
鈒
行
信
用
の
設
‘定
等
各
.種
の
方
策
に
訴
へ
典
處
«
の 

機
宜
に
®
し
た
る
の
結
集
た
：ら
枣
ん
ば
あ
ら
ず
。
英
國
，
 

が
開
戰
以
來
採
り
來
れ
る
是
等
各
秫
の
施
設
は
何
れ 

も
將
來
に
有
益
な
る
.敎
範
を
垂
る
、
も
の
^
謂
ふ
.ベ

終
に
最
近(

八
月
十
九
日)

細
育
市
揚
に
於
け
る
各
^
. 

一
戰
國
爲
替
相
f

揭
げ
其
©
落
の
程
.度
を
示
さ
ん
。

平
價
相
揚

!

磅
I:
付

.

四
弗
八
六
六
六 

佛

國

同 

五
。九
〇
 

一
卯
に
付
五
法
一
八

%

0

國 

' 

銀
行
參
着
三

O

六
〇 

一留
I;
付
五

一

仙
四
五 

伊

太

利

.
饱

信

六

e
四
七

^

ー卯
|:
付
五

7

ラJ
1

八
% 

獨

逸

同

：

七
ヒ
榮

 

四
馬
氣

Li

付

■九五
仙
二
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塊

匈
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鈒
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一

ニ 

•四
〇
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ク
ロ

-
Vゾ」

！
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付
ニ
 

n
ili
l
ニ六

低
落
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度
合 
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l
T
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ニ
四
•九
五

ニ
四
6

〇

三
八
*
七
九
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米

國

經

濟

學

思

潮

ゆ

今

昔

(

上)

r

♦ 

高

島

佐

1

0

 

.

近
比
會
I
コ
ー
ネ
ル
大
學
の「

哲
學
評
論」

T
h
e

 

p
h
i
—

 

| 

i
o
s
o
p
M
c
a
l

 

R
e
v
i
e
w
.

の
最
近
號
を
«

&
て
、
シ
々
ク
ブ
. 

敎
授
の
試
み
け
る
"
獨
逸
西
南
哲
學
派
の
代
表
*

た
る
一 

-ソ
ぷ
ン
デ
,

バ
ン
ト
の
*:
後
の
著
述「

S

概
論」

j 

vvindel

cr
如 nd, 

E
i
n
l
e
i
t
u
n
g

s*
B1
e Philosophie, 

IVO
I
4-
, | 

に
對
す
る
評
論
を
讀
み
、
予
は
シ
ャ
ク
ブ
が
、
ク

氏

の| 

W

の
名
藉
を
以
て
し
て
仍
ほ
、
来
國
哲
學
界
に
入
h

て

| 

ょ
$

、
.
無
前
の
發
逨
を
遂
げ
に
し

「

實
黯
主
義

」

一
 

P
r
a
g
m
a
t
i
s
m
u
s

に
對
し
、
僅
々
數
行
の
行
文
を
以
て
頷 

評
し
去
れ
る
の
慽
み
を
波
ら
せ
る
を
見
た
り
。
而
し
て 

此
の
疑
義
は
、
予
自
ら
も
之
ょ
り
先
き
、
ゥ
氏
の
右
著 

を
^

^
せ
る
宮
本
系
吉
文
學
士
の「

«

寧

.*
ft」

を
饋

,過
せ
る
_

に
亦
た
、
懷
抱
せ
る
も
の
れ
-

き̂
。(

上
描
書 

1

八
六
頁)

.さ
は
れ
、
哲
學
界
の
.

、
擧
觉
予
に
ビ
6
 

.て
は
_ィ
關
先
のj

天
地
た
り
。
然
る
に
诗
を
之
と
前
後
. 

し
.
本
邦
經
濟
學
界
一
代
の
碩
學
福
田
先
生
の
最
も
冼 

錬
せ
ら
れ
れ
る
新
名
著「

改
定
經
濟
學
講
義
、第

5
」

 

を

心

讀

し

て

ー

興

の

金

玉

の

措

辭

高

邁

の

識

見

_

«
の 

論
理
及
び
逯
徹
の
判
斷
に
接
し
て
反
魂
的
憧
愦
に
し
^
 

り
つ
つ
ぁ
り
し
に
當
れ
り
、
其
の
經
濟
學
小
史
の
章
の 

終
り
に
至
た
る
や
、
愕
然
ど
し
て
覺
え
ず
、
シ
ャ
ク
ブ 

の
遺
櫞
を
聯
想
す
る
.を
、
禁
じ
得
ざ
る
も
の
ぁ
る
に
接 

せ
り
。
蓋
し
是
れ
’
先
生
が
米
國
經
濟
學
界
の
記
述
の 

爲
め
に
は
、
其
の
第〗

七
ニ
貢
に
、
僅
か
に
三
行
の
文 

字
を
割
愛
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
發
見
せ
る
が
爲 

め
に
外
な
ら
ず
。
 

：

福
田
先
生
に
於
て
は
自
づ
か
ら
別
に
見
ら
る
る
所
办 

ら
ん
。
而
か
も
本
邦
經
濟
學
界
最
大
の
權
威
薪
の
"
評 

論
の
草
を
委
曲
^
&■
し
む
る
，に
*

^
ざ
る
ほ
.と
、
爾
か 

く
米
國
經
濟
學
界
の
現
狀
は
、
貧
弱
な
る
や
•否
や
。
此

第十號，
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雑
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錄
米
阈
經
濟
绺
思
.湖
の
今
背
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錄

.
米

國

經

濟

樂

思

湖

の

今

背

m
十
號

一
i

ハ

d
I
I

|

I

I

|

1
の
.點
後
學
予
の
如
き
の
論
辯
を
用
る
人
ょ
り
は
、

寧
ろ 

却
つ
て
先
生
の
舉
せ
ら
る
る
篤
き

' 

マ
丨
シ
ャ
ル
敎
授 

の
記
述
を
以
つ
て
代
は
^-
說
か
し
む
る
を
適
當
な
b

ぐし 

な
す
ベ
き
か
。

マ
M

g

は

、

其

の

「

經

濟

學

原!&」

第
 

七
六
六
.员
に
於
て
論
す
ら
く
*

r
b
e 

greatest 

relative 

P
^
P
M
^
O
O

 

during 

recent 

-vears 

 ̂

porllaps that wlucli has "been m
ad
e "bv America* 

A

 

Q
T
b
e
- 

H
P
^
M
O
b
. 

pgo” tlic 

c( Ascrica-n sciicol)> 

oif economists was 

supposed 

to 

ccnsist

a

.&
^
e
'
 group 

of* protectionists wlio 

followed 

c
a
r
e
y
w
s
c
h
o
o
l
s

 of* vigorous tMn* 

kers 

a.H
e no

w

 growing 

召
；and. there are s

i
l

 that A
m
e
-

 
rica 

is cn 

the w
a
y

 to take 

the same leading* pcsitioa in 

€cononlic tllouglltj 

sHc ns.s 3.1r€pd.y tplc.cTl in sconomic 

lors-ctice.

,
H
J。
米
國
經
濟
學
界
の
斯
學
界
に
於
け
る
地
位
の
低
か 

ら
ざ
る
、

1

讀
す
る
も
の
を
首
肯
せ
し
む
る
に
、
足
ら 

す
S
せ

ん

や

。

予

は

實

に

、

、近

時

米

國

學

渚

の

業

« '
の 

太
た
大
な
る
も
の
に
接
す
る
こV」

频
り
に
し
て
、
今
n 

の
米
國
經
濟
.

界
y

、-そ
、
英
國
疋
統
學
派
ヒ
獨
逸
新
舊 

派
ふ
の
英
華
を
"
蒸
溜
す
る
の
坩
堝
と
す
ら
、

信

^

る
も
の
な
れ
。
::
'-
.

.

、

以
上
.は
是
れ 
>
.
.謂
は
ゆ
る
理
論
的
經
濟
學
思
想
の
談 

に
係
か
る
。
若
し
夫
れ
謂
は
ゆ
る
政
策
的
經
濟
學
の
論 

義
に
至
れ
ヵ
て
ば
ハ
近
，世
米
國
經
濟
學
界
は
實
に
非
常 

な
る
貢
献
を
爲
せ
る
も
の
な
る
、、
帮

ふ

べ

か

、ら
ず

。
Ig 

し
此
の
種
の
經
濟
學
思
潮
の
進
化
篇
れ
る
-
大
凡
そ 

外
界
包
圍
事
情
に
支
配
せ
ら
れ
ざ
る
は
あ
ら
ざ
る
に
、 

四
圆
事
情
の
進
化
の
甚
し
き
、
北
米
合
衆
國
の
如
き
は 

»

な
.け
れ
ば
な
6

。
此
の
點
、
ま
た
マ

ー

シ
ャ
ル
敎

I
X 

の
說
け
る
が
如
く
、
米
國
の
現
茌
及
び
將
來
の
經
濟
間 

題
た
る
、.
貨
幣
金
融
投
機
企
業
合
同
關
稅
等
の
解
決
こ 

そ
は
、
正
さ
に
米
國
が
低
界
に
對
し
て
、
其

の「

パ
ィ 

オ
一一
.

ア」

た
る
の
地
位
を
、
¥
漱
す
る
も
の
な
ら
ん 

是
等
の
學
田
に
於
け
る
米
國
學
界
の
業
續
の
赫
灼
た
る 

も
の
あ
.る
‘、
蓋
し
當
然
な
り
ど
す
。

予
は
斯
か
る
意
味
1:
於

て

"

政

策

的

經

濟

學

の

米

國 

學
界
の
業
績
は
、
殆
ん
ど
說
舒
す
る
の
要
を
見
ず
ヾ」

し
、 

呢
だ
理
論
的
經
濟
學
の
領
域
に
於
け
る
興
の
進
化
修
展

-

を
記
述
す
る
の
、
必

ず

し

も

無

用

の

論

索

に

あ

ら

ざ

る

今

日

の

米

國

を

生

め

る

其

の

獨

立

宣

言

は|

七
b
し.、 

V

き
を
信
ず
る
な
.々

。
而

し

て

本

稿

を

孽

す

る

に

肾

た

.
年
に
宣
せ
ら
れ
し
が
、
英
國
經
r

學
の

今
W
あ
る
を
得 

始
終
之
を
宗
I

し
て
宛
然
之
が
猶
子
本
た
る
如
き
し
め
た
る
ア
ダ
ム
，ス
'ミ
ス

0
大
著

「

國

富
A
d
a
m

 

の
資
米
を
^*
給
せ
る
も
の
は
市
俄
古
大
學
敎
授
デ
ゴ
！
 

s
r
n
i
^
A
n

 I
n
q
u
i
r
y

 

into 

t
h
e

 

N
a
t
u
r
e

 

s
d Ca

u
s
e
s

 

o
f

レ
ン
ス
。
ラ
フ
リ
ン
の
、「

«
業
の
米
國」

第
七
章 

「

合
衆
國
に
於
け
る
經
濟
學
上
.の
思
索
の
瑰
花
地
&:
~に

し
て
、
予
の
.創
意
を
添
綴
せ
る
所
"
太
だ
鮮
な
し
。
ラ 

フ
リ
ン
の
右
著
は
、
往
年
、
現
獅
帝
の
援
助
の
下
に
企 

て
ら
れ
た
る
、
米
獅
交
换
敎
授
の】

.先
達
だ
し
て
、
獨 

逸
に
派
遺
せ
ら
れ
た
る
ラ
氏
が
？
伯
林
大
學
生
の
爲
め 

に
試
め
る
"
•講
演
のJ

部
た
ぅ
。
其
の
所
論
必
ず
し
も 

、新
し
ビ
な
さ
す
、

依
つ
.て
若
干
の
補
正
添
綴
は
此
の
起 

稿
に
常
た
り
て
免
か
れ
雛
き
所
な
0
き
。
篤
學
の
讀
者 

幸
ひ
に
進
み
て
右
のj
ndustHar America。

福
田
博 

士 

r

改
宠
經
濟
學
講
簾
一
卷」

M
論
其
三
ヽ
マ
ー
シ
ャ 

ル
敎
授
.「

原
徽」

の

>
p
p
s
a1
M 

w
. 

and. J
.

を心
！！ 

す
れ
ば
、
得
ら
る
る
所
"
藍
し
太
だ
大
い
な
る
べ
し
:0 

:

.S1 

'

.:

奶

十

怨

a

四
六
九
.

)

雜

錄

米

_

^
濟
^
|
_
の
今
背

r+
h
e \Veaith 

o
f

 N
a
t
i
o
n
s

の
出
で
れ
る
-
亦
れ
會
ま
間 

年
に
あ
り
。
奇
緣
必
ず
し
も
無
か
ら
す
ビ
云
ひ
難
し
。 

爾

來

悠

久

允

る1

百
歲
、
米
國
學
者
の
頭
腦
に
ょ
り
て 

i

の
權
威
あ
る
文
献
の
、
經
濟
學
說
上
に
加
へ
&

れ
た 

る
も
の
あ
る
に
接
せ
ず
0
か
の
ク
エ
|

ラ
ン
ド
、
ア
マ
テ
• 

ク
4
丨
力
I
及
び
ぺ
9 

^

_

の

小

冊

子(

ミ
P
y
2
si^
100
3
7ハ
 

A
m
a
s
a

 

W
a
l
k
e
r
,

 

1
-0
0

6

6

Pe
r
r
y
, 

1
00
6
6

)

は
、
恃
な
悉 

く
、
多
少
ど
も
、
英
國
經
濟
學
思
潮
を
反
射
し
れ
る
も 

の

,B
上
に
出
づ
る
能
は
ず
し
て
,
劍
作
を
以
つ
て
許
さ 

る
ベ
き
に
あ
ら
す
。

わ

が

福

田

魄

士

が「
今

：：：

ま
で
に 

生
じ
た
る
最
大
の
米
國
經
濟
學
«」

ヾ

」

斷
じ
け
る
ヶ
タ 

丨
‘の
、

最
も
特
色
あ
る
著
述「

祉
會
學
の
'原
理」

H
e
m
y

 

o
. Carey,'principi

n>-s 

o
f

 Social 

S
c
i
e
n
c
e

 

に
遼
た
-
c
s

て
は
、
前
代
の
米
國
擊
者
の
何
ん
人
の
著
作
ょ
り
も
、
.
.

#;
十

號

j
H
セ
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雑
.：’.

錄
米
國
經
濟
學
思
湖
の
今
昔
.

a

洲
學
界
に
於
け
る一

層
大
い
な
る
注
意
を
喚
起
す
る 

r

あ
h

しV」

雖
も
1
渠
か
試
み
た
^

し̂

、
リ
カ
ー

ド
の
地 

代
說
及
び
マ
ル
ナ
ス
の
人
口
論
に
對
す
る
反
對
は
"

マ 

丨
シ
ャ
ル
敎
授
が
指
摘
し
け
る
如
く
、
一
 

に
ケ
リ
ー
の
誤 

解
に
胚
胎
せ
し
も
の
に
外
な
ら
ず
し
て
1

リ
カ
ー
ド
の 

學
說
を
搖
か
す
に
足
ら
ず
ど
認
め
ら
る
。
加
之
、
.
時
人
.

は
亦
た
、
渠
の
貨
幣
、
偕
値
に
關
す
る
學
說
'

又
は
福 

田

傅

士

が

「

其
の
速
も
な
る
事
功」

ど
許
し
け
る
保
譴
一 

贸
易
に
四
す
る
論
策
に
對
し
て
す
&

、
創
唱
の
名
*

を

| 

ケ
リー

に
與
ふ
る
を
客
し
む
に
至
れ
6

。
嗰
だ
玆
に
注 

.

意

す

べ

き1

事
は
、

マ
I

シ
ャ
ル
氏
が
、
ク
リ
ー
の
外 

國
資
易
政
策
服
の
"

果
し
て
、
之
ょ
り
先
き「

フ
ィ
ラ
デ
一 

ル
フ
ィ
ア」

に
永
く
放
浪
し
て
保
護
貿
易
の
爲
め
に
虹
®

j 

•を
W

き
た
り
し
フ
ソ
1

ド

リ
ヒ
。リ
ス
ト
の
戒
化

,

、
成 

り
た
る
も
の
な
る
や
；̂
や
に
就
て
、
克
く
斷
言
せ
ざ
る 

こ
と
な
.り
ど
す(see M

a
r
s
h
a
l
l
)

 o
p

 cit., pp. 

16
4
, 

7
6
7
)

\ 

ケ
リ
ー
す
ら
、
仍
ほ
然
か
.

0
。

況
ん
やF

r
a
n
k
l

s'H
a
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笫
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o
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C
l
a
y

及

び

0
1̂
5£

の
洳
き
政
治
家
論
*

に
至
れ 

む
て
は
？
米
國
經
濟
學
に
何
等
の
貢
献
を
加
へ
た
る
も 

の
な
く
、
0

Ây \

ミ
ル
ト
ン
の
一
天
才
あ
ぅ
て
、
學
的 

に
幾
分
の
威
重
を
示
せ
る
に
す
ぎ
す
。

.

米
國
に
於
け
る
經
濟
の
學
田
の
此
の
磽
确
は
、
試
み 

に
歐
羅
巴
に
於
け
る
同
時
代
に
«
出
し
れ
る
マ
ル
サ
ス

セ
イ
"
*リ
カ
1

ド
、
シ
ス
モ
ン
デ
、
セ
ニ
オ
ル
、
フ
ォ 

ン
。チ
ユ

—

ネン、
ラ
ウ
。クルノ

 <―

、
へ

\

マ
ン
、

 ̂

ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
、
ク
ニ

 

I
ス
、
口
ッ
シ
ャ
シ
エ

1

フ 

レ
、
マ
ル
ク
ス
、
ミ
广
、

ケ
ア

ネ
ス
.、
メ
ン
ガ

1
、
ソ

ダ
ナ
ー
、
シ
ユ
モ
ラ

1

、
プ
レ
ン
タ
ノ
の
如
き
碩
學
鴻 

儒
の
彬
彬
た
る
に
、
比
較
し
來
れ
ば
、
轉
た
寂
輿
の
盤 

え
ず
ん
ば
あ
ら
す
。
此
の
學
的
成
果
の
贫
弱
は
、
そ
も 

报
し
て
何
く
に
據
れ
る
。
之
を
米
人
の
能
力
の
闕
如
せ 

る
、
將
た
經
濟
學
硏
究
に
不
適
當
な
る
に
歸
す
る
は
當 

ら
ず
。
某
の
ft
會
現
象
の
單
調
に
し
て
實
際
問
題
の
欠 

缺
せ
る
に
歸
す
る
も
へ
亦
れ
當
ら
や
。
米
國
に
#
有
な 

る
1

派

政

治

が

絕

え

中

、
，
民

人

を

黨

爭

の

姆

中

に

軀

b
3u

i-
»-
ll

t
p
^
.
t
r
^
.
p
r

上
下
を
し
て
®
擧
の
^
命
に
疲
れ
し
め
.た
る
に
よ
る 

す
る
も
、
當
を
失
す
。
況
ん
や
熱
狂
を
極
め
た
る
奴
隸 

解
放
問
题
に
沒
頭
す
る
の
、
遂
に
經
濟
理
論
の
.創
造
的 

硏
究
を
妨
げ
れ
り
ビ
云
ふ
に
於
て
を
や
。
げ
に
や
、
米 

國
圃
家
生
活
の
第
一
世
紀
を
通
じ
て
、
興
の
經
濟
學
硏 

究
の
不
成
熟
な
6

し
所
以
の
も
の
は
、
之
よ
り
も
仍
ほ
一 

一
層
深
き
根
猫
を
堀
り
起
す
に
ぁ
ら
ざ
れ
ば
、
終
に
發 

見
す
る
を
#
ざ
る
べ
き
な
り
。
何
ぞ
や

。

B
く
、
菩
人
一 

が
if
だ
1
途
に
廣
漠
に
し
て
豐
饒
な
る
國
土
國
當
を
征
一
. 

服
す
る
に
熱
中
し
"
J1
つ
多
岐
多
端
な
る
實
際
問
®

の

| 

發
生
す
る
こ
S
頻
り
に
し
て
、
國
を
擧
け
て
.其
の
俊
傑
一 

の
頭
腦
を
之
に
傾
け
盡
す
も
足
ら
ず
ヽ
爲
め
に
其
の
他\

 

の
學
冏
ど
典
に
我
が
經
濟
學
の
原
理
原
則
を
討
尋
す
る\ 

の
業
.は
悉
く
後
日
の
^

業v
j

し
て
閑
却
せ
ら
れ
た
る
に 

よ
る
。
之
を
喪
す
る
に
、
わ
が
外
界
包
圍
の
性
質
こ
そ 

約
四
十
年
前
に
至
た
る
ま
で
放
棄
し
去
ら
れ
れ
る
、
學 

間
的
贫
M

の
所
^
を
充
分
に
辯
明
す
る
も
の
れ
ら
ざ
る 

を
得
ず
。
蓋
し
文
化
の
、
植
民
地
に
燦
然
た
る
ノ
須
ら

第
十
卷
.

(
一
四
.七
一
)

雑

錄

.

米
國
經
蠻
思
潮
の
入
ふ
日

く
天
然
®

服
の
業
成
り
'
社
會
生
活
の
整
頓
す
る
を
俟
：

.
つ
て
？
始
め
て
之
を
期
.し
#

ベ
き
も
の
な
れ
ば
：な
り
。

讀
者
幸
ひ
に
，此
の
項
に
典
«
を
湧
か
し
，

一
層
深
き
、
 

硏
究
を
積
ま
ん
S
欲
せ
ば
、

庶
幾
く
ば
、

一
七
七
六
乃
.. 

至

】

八

七

六

年

の

，1世

«

に
一
旦
た
る
，
米
國
經
濟
學
の
，
 

經
紀
を
述
ぶ
る

こV」
®

る
#
か
な
る
、
故
ダ
ン

•パ
丨
博 

士

の

「

經
濟
學
論
文
集」

——

ス
ブ
レ
ー
グ
敎
授
の
覦 

輯
せ
る
-
■ —

の

j

節
を
縱
か
ん
こ
と
を
。(

C
h
a
r
l
e
s

 

F
-

 

D
u
n
b
a
i
y
^
c
o
n
o
m
x
c

 

E
s
s
a
y
s
,

 

pp* 

1 
ム
o)

111

.

纖
つ
て
今
米
國
經
濟
學
界
に
横
溢
せ
る
至
高
の 

智
識
的
醱
醉
及
び
批
評
的
活
動
を
願
み
れ
ば
、
何
ん
人 

も
前
時
代
に
於
け
る
萎
微
不
振
ぐ
の
、
.
照
の
太
だ
レ 

き
，に
驚
異
せ
ざ
る
能
は
ず
。
果
然
、

「

搖
6
動
が
さ
れ
た 

る
樹
木
は
• 

I

層
豐
饒
な
る
染
實
を
結
ぶ」

の
古
言
の

, 

吾
人
を
欺
か
ざ
る
を
知
る
な
6
。
南
北
戰
淨
に
ょ
り
て
. 

米
國
の
國
民
心
理
は
未
曾
有
の
變
革
を
薨
り
れ
り
し
が 

.新
聞
紙
の
普
及
"
鐵
道
電
信
の
.發
達
に
連
れ
ヽ
米
阐
人

笫
十
號.

一

H
九
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四
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.雜

錄

米

雇

霞

思

湖

の

今

昔
. 

牢

M

〔

5

0
 

は
思
潮
は
：玆

に

地

方

色
.を
_

脱
し
て
、：
凡

そ

國

家

的

重
W

U

I

A

:
 

w
e
l
l
s
'

自

崖

易

%

要
■の
關
«
に
觝
接
す
.る
に
至
^
れ
り
o
げ
に
米
國
说
饺 

は
玆
に
悉
く
國
家
的
大
f«
i
«
に
活
服
を
開
き
來
れ
る
な 

b
。
即
ち
傭
北
戰
^
の
結
架
は
自
づ
.か
ら
，
米
國
上
1" 

の
注
意
を
驅
b
て
粗
税
"
關
税
> 
貨
齡
、
金
融
、
國
債 

等
、
凡
そ
前
代
に
あ
り
て
夢
想
だ
も
爲
さ
ざ
り
し
、
犬 

規
摸
の
^
政
、
a
濟
關
»
の
解
決
，に
|̂
は
し
め
7 -
ん
ぬ 

然
る
に
惜
む
ベ
し
、
永
く
狹
陰
な
る
地
方
的
小
天
地
に 

SI
踌
し
た
り
け
る
米
國
の
學
即
界
は
、
斯
か
る
國
家
2I
r 

大
の
問
題
の
發
.生
し
來
た
る
も
、
克

く

之

に

p
_
し
て 

仳
界
的
服
光
に
照
ら
し
又
た
歐
洲
先
進
國
.の
事
例
.經
險 

に
基
づ
き
、
適
切
妥
當
な
る
立
法
に
阼
は
る
べ
き
、

V 

際
政
策
を
、
論
®
し
樹
立
す
る
に
耐
ふ
る
の
、
經
濟
學 

激
の
闕
如
た
る
を
暴
露
し
た
6
し
こ
ど
を
。
幸
：
src
し 

て
境
遇
は
人
を
造
り
必
耍
《
人
材
を
生
む
の
因
粜
#
.
の 

作
用
す
る
あ
り
て
"
®
く
な
ら
ざ
る
に
國
家
須
®
の
學 

«
は
彬
々
ど
し
て
廉
出
し
來
た
れ
6

0
即
ち
國
內
稅
制 

調
査
委
員
に
し
て
關
.稅
改
革
顧
問
を
兼
ね
た
る
ウ
k
ダ

靜

I

る1

謹

家

！

1 1
巧

E
d
w
a
r
d

 A
t
k
i
n
s
o
n

熱
烈
な
る
0

_
贸

易

論

者

^
し
て 

^
带
1
に1

备
II
P
.を
^
し
け
る

「

ユ
-

—

ル」

大
學
の
サ
ム 

ナ
I William 

p si
n
e
r

金
融
及
び
銀
行̂題

に

就. 

き
該
博
透
徹
のa見
を
具
へ
た
る

「

ハ
I
、グ
ァI
ト

-
大 

學

の

ダ

ン

パ

ー

Charles. F. 

B
u
n
b
a
r

國

勢

調'#
:法
の
： 

創
始
者
に
し
て
貨
幣
"
賃
銀
及
び
企
業
冽
潤
論
に
通
曉 

せ
る
ク
ォ
1
力 

I 

General 

k

 Francis A. Walker 

;
M 

に

ヘ

ン

•
•
.
チ
ョ
！
デ.Henyr George 

f 

底
り
®:
. 

論
家
等
の
人
材
は
、
此
の
國
家
の
急
需
に
應
じ
た
る
癸

X
に
し
て
米
國
經
濟
學
界
の
元
老VJ

呼
ぶ
も
溢
^
に

6
、ら-4̂

^
す
。

1
八
八
〇
年
以
降
に
至
れ
る
や
、
新
進
の
經
濟
學
者 

M
を
接
し
て
輩
出
し
れ
る
が
、
典
の
大
多
數
は
皆
な
獨 

逸
に
留
學
し
れ
る
も
の
な
れ
ば
、
經
濟
政
策
上
に
國
家
. 

干

埗

の

妥

當

な

る

將

.
た

經

濟

的

因

果

律

0

0

M

に

滕

史
 

的

赃

究

.
法

を

用

ふ

る

の

適

當

な

る

こ

ど

i:
铜

.
し

s

'

^ S
M

、

s
 

t
i
n 

<1KJ9 
J
, 
n
/
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■ 
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f

學
風
の
感
化
を
受
く
る
こ
V
Jff
i

だ
多
し
。就
中
、
デ
ュー

•

ピ
1
。
ク
.ラ
"̂
-ク 

J. 

B, 

C
l
a
r
k

 

イ
タ
1
R
* 

H
. 

E
l
y
.

ア
'

.，ダ

ム

ス

f

内.
0
. 

A
d
a
m
s

デ
ュ
1
ム
ス
w
. J. 

J
a
m
e
s

セ 

リ
グ
マ
ンE.-E-. 

A. 

S
c
i
i
g
m
a
n

パ
ッ
テ
ン
CO
.

Patten

デ
エ
ン
ク
ス
一
，
彡
，
J0
ぼ
故
メ
エ
ヨ <.

スff、

スR. 

M
a
y
s
l
s
m
i
t
h

は

其
の
重
も
な
る
も
の
な
り

。是 

等
の
中
老
諸
敎
授
の
學
風
た
る
、

一
言
之
を
蔽
ベ
ば
、
 

英
國
派
經
濟
學
の
蘊
蓄
大
幹
に
對
し
、
觸
逸
歷
史
學
派 

の
精
髓
て
ふ
强
固
な
る
枝
を
接
ぎ
總
せ
る
も
の
に
外
な 

ら
す
し
て
、
新
ら
し
き
學
田
に
移
植
せ
ら
れ
た
る

今
ま 

は
勢
ひ
.、
搖
が
ざ
る
の
磐
极
を
下
ろ
し
以
て
麗
花
美
果 

を
着
け
ざ
る
を
#
す
。
米
國
經
濟
學
界
が
爾
來
潑
测
淸 

新
な
る
硏
究
振
り
を
發
揮
せ
る
、
蓋
し
所
以
な
し
^
せ 

ざ
る
な
h
。
此
の
»
逸
の
思
潮
傾
向
の
注
双
せ
ら
る
、 

や
經
濟
論
策
上
遽
か
に
批
界
的
特
性
を
帶
び
來
た
り
"

動
も
す
れ
ば
英
國|

點
張
り
の
狹
置
卑
陋
に
墮
せ
ん

 ̂

す
る
の
風
潮
を
除
き
去
れ
り
。
今
ま
は
共
に
故
人
れ
る 

ブ
ラ
y

:y
ス；
ク
ォ
1

力
i

及
び
ヘ
ン

リ
1

◊
デ
ョ
I

デ
の

第十
#

.
(

一
四
七
三〕

雜
‘

錄
米
國
經
濟
战
思
潮
の
今
昔

如
き
ニ
三
の
元
宠
學
者
ビ
共
(:
$
此
の1

鮮
の
中
老
派 

の
碩
學
の
"
箸
述
を
窺
べ
ば
、啻
♦た
に
英
國
學
統
の
大
.« 

せ
り
し
經
濟
學
體
系
に
對
す
る
反
動
を
示
す
に
止
ま
ら 

ず
”

進
ん
で
其
の
芷
反
對
に
至
れ
ら
ん
i

す
る
强
き
運 

一
動
あ
る
を
看
取
す
べ
き
な
ぅ
。
而
し
て
斯
か
る
反
動
％ 

I

運
動
の
成
績
の
幾
何
く
が
、
果
し
て
經
濟
理
論
の
全
體 

I

系
に
買
敝
し
來
た
る
ベ
き
か
は
、
今
後
に
於
て
解
答
せ 

一
ら
る
べ
き
問
題
に
屬
す
^
雖
も
、
£

に
も
か
ぐ
に
も
％ 

I

の
煨
近
數
十
年
間
に
顯
現
し
た
り
け
る
經
濟
學
思
潮
の 

變
遷
こ
そ
，
經
濟
論
#
上
に
强
き
刺
戟
を
齋
ら
し
た
る 

I

は
、
喋
々
を
須
ひ
.ず
ビ
'す
。
今
ま
此
の
歷
史
學
派
を
疋 

I

統
學
派
に
接
枝
す
る
に
ょ
$
、「

フ
口
タ
ス
ト

」

の
試
む 

I

る
が
如
く
別
筒
の
果
實
を
結
び
得
た
ら
し
め
た
る
成
«
 

を
約
言
す
れ
ば
、
舊
人
の
思
想
が
人
性
を；

定
不
動
の 

も
のy

j

看
倣
せ
る
に
反
し
i

新
人
の
思
潮
が
人
性
を
外 

思
包
11
事
愦
):
支
配
せ
ら
る
ベ
き
可
動
の
も
の
e
爲
比 

る
.こ
と
な
り
。
約
言
す
れ
ば
自
然
科
學
.に
於
け
る
進
化 

論
を
«

り
.入
れ
、
^
物
學
に
於
け
ふ
優
生
論
を
攝
肷
し

第
十
號
.

一：四
一



第

十

卷
(
一

四
セ
四)

雜
> 

錄
米
國
經
濟
擧
思
潮
の
今
昔

笫
十
號

1

四
ニ

た
る
こ
i
な
り
ビ
す
o

さ
は
れ
、
經
濟
學
思
潮
を
論
す
る
に
當
た
办
、
全
然 

民

族

が

伞

ゼ

又

.は

低

說

的

勢

カ

を

看

過

す

る

能

は

ざ

る 

は
言
ま
で
.も
な
し
。
外
國
の
觀
察
漭
に
し
て
若
し
今
ロ 

米
國
の
經
濟
學
田
を
通
覽
し
、
其
の
耕
耘
の
傾
尙
ど
收 

欐
の
成
染
ふ
を
考
察
し
た
ら
ん
に
は
、
硌
す
や
外
國
思 

潮
ょ
り
せ
る
輸
入
思
想
の
强
カ
な
る
^
共
に
、
遺
傅
せ 

&

れ

.f
t

る

「

ア
ン
グ
ロ
"
ナ
ク
ソ
ン

」
的
思
想
傾
向
の
勢 

力
の
猶
ほ
强
大
な
る
も
の
あ
る
を
、
認
め
ざ
る
を
#
ざ 

る
べ
し
。
否
な
寧
ろ
。
英
國
學
風
の
亚
糸
に
溯
る
べ
し 

て
ふ
明
0

な
る
傾
，1
:が
學
田
、の
全
部
に
酚
勃
た
る
を
見 

出
さ
ん
。
斯
く
て
米
國
經
濟
學
派
を
創
め
ん
ど
す
る
の 

努
力
.熾
ん
な
る
な
り
。
批
判
家
苦
し
自
ら
戰
邀
に
，近
づ 

く
こ
ビ
甚
し
け
れ
ば
、
恐
ら
く
は
全
戦
況
を
判
知
し
難 

く
隨
つ
て
結
論
を
疑
は
ん
。
さ
れ
ど
米
國
に
於
け
る
經 

濟
學
硏
究
•の
始
期(

大

串

一

八

七

八

年

)

ょ
り
現
今
に 

至
た
る
ま
で
の
、
約
四
十
年
間
に
於
け
る
學
風
の
推
移 

を
心
準
ら
に
1
察
す
る
所
ゐ
ら
ぱ
、，.
米
國
1
濟

.が
& 
f

し
も
決
し
て
獨
m

學
風
に
侵
染
し
了
れ
る
•こ

ど

を

不|-
|
認 

せ
す
ん
ば
あ
ら
^:
。

米
國
產
業
生
活
の
不
if
の
精
進
力
の
裡
に
も

亦
た
、 

わ
が
經
濟
學
法
の
由
つ
て
來
た
る
所
以
を
發
見
し
#
'
ベ 

し

。
旣

述

せ

る

勢

力

の

湊

合

の

中

ょ

^
^
明

か

に

米

國 

的
特
性
を
有
す
る
、

一
の
心
的
傾
^

は
起
り
來
た
れ
b
 

米
國
に
は1

の
*

威
あ
る
著
述
家
、

】

の
神
聖
視
せ
ら 

る
ベ
き
學
說
b

及
び
古
き
年
所
を
閱
み
せ
る
峙
代
付
き 

の
威
勢
の
#

す
る
あ
り
て
、
其
の
經
濟
界
の
所
產
物
の 

1

片
を
&

、
嚴
疋
冷
靜
の
批
刺
ょ
り
、
防
®

す
る
こ

 ̂

な
し
。
げ
に
や
、
根
本
的
改
造
は
方
今
時
務
の
歸
趨
れ 

る
べ
し
。

|,
1
作
的
酸
贼
作
用
の
||
£

«
な
る
、
今

n

の
如 

き
は
振
古
見
る
能
は
ざ
り
し
所
な
り
：。
米
國
國
家
生
活 

の
第
一
世
紀
間
の
特
色
た
り
し
、
經
濟
學
研
究
能
力
の 

抑
制
せ
ら
れ
た
る
こ

ビ
は
、
.會
ま
W

ら
、
今s

に

於
け 

る
經
濟
純
理
發
見
の
熱
情
.に
汕
を
注
ぐ
の
原
阁
た
A

し 

が
如
し
。
夫
れ
•學
間
進
步
の
要
諦
は
、〗

方
精
密
な
る

!!
*

I
a

I
pi
I

芦
i

I

I

I

_ 分
|q析 
B 的
[S能 
N 力
k を
IS働

i !

兆
に

他
方
s

な
る
姐
i

力
を
傾
け
て
適
當
な
る
假
說
を
捻
出
し
且
つ
之
を
批
判 

す
.る
を
餘
と
な
す
。
即
ち〗

た
び
立
し
^

る
假
說
も
、

恶
し
事
實
の
之
に
矛
眉
す
る
^

の
あ
ら
ば
、
斷
然
之
を 

棄
て
SI
に
別
秫
の
假
說
を
立
て
來
た
る
の
»

氣V」

耐
忍 

マ
し
を
要
す
-^
な
り
。
斯
く
想
足
し
れ
る
假
說
を
自
ら
批 

判
し
砂
壞
す
る
に
於
て
、
學
問
は
步1

步
に
大
成
の
域 

R
進
む
。U

ュ.丨
ト

.ン
が
、
吾
は
假
說
を
作
ら
ず
S
云 

へ
る
は
學
間
妒
洗
の
要
道
ビ
し
て
人
の
數
ば
引
く
所 

な
れ
ど
も
、
こ
は
無
用
の
假
說
を
作
ら
ず
？
換
言
す
れ 

.ば
故
ら
に
經
驗
的
學
實
を
無
視
し
曲
解
し
て
空
想
的
を 

想
足
せ
ざ
る
べ
き
の
意
哝
に
、
解
す
べ
き
な
り
。
唯
だ 

其
の
假
說
に
^

盾
あ
ら
ば
、
直
ち
に
之
を
放
棄
し
去
る 

の
扔
氣
あ
ら
ば
足
れ
り
と
す
。
飜
つ
て
米
國
經
濟
學
風 

を
顧
み
れ
ば
"
盛
ん
に
經
偷
し
て
學
說
を
道
a
假
說
を 

立
す
る
^
共
に
"
過
去
に
成
就
せ
ら
れ
れ
る
學
IH
]
の
一 

切
の
集
績
を
擧
げ
て
弊
麗
の
如
く
撤
ち
去
b

て
吝
ま
ざ
. 

る
の
傾
向
著
し
き
を
發
見
す
べ
し
"

此
の
V

實
こ
そ
米 

國
4.
界
の
思
潮
が
不
斷
に
新
眞
を
追
ひ
、
須
ら
く
も
固

第

十

卷

(

ー
四
七
芄〕

雜

錄

.
米
國
經
浒
學
思
潮
の
今
昔

定

せ

ざ

る

所

以

な

る

べ

き

か

？
眞

理

逍

求

に

就

て

"
精 

進
"
熱
烈
、
■勉
强
、
逾
情
且
つ
大
膽
不
敵
な
る
は
今
ま 

や
米
國
の
產
業
生
活
に
於
け
る
ど
等
し
く
、
其
.の
經
濟 

學
思
潮
に
ぁ
5
.て
も
太
だ
著
し
き
も
の
ぁ
り
。
艰
然
、

|

人
性
を
支
配
す
る
の
外
界
包
圍
事
情
は
极
た
米
國
人
の 

|

學

問

的

行

程

に

對

し

"
そ

が

前
時
代
に
作
用
し
れ
り
け 

一
る
も
の
ビ
は
全
然
相
異
な
る
仕
方
に
於
て
、
影
響
を
及 

ぼ
し
つ
つ
ぁ
る
な
b

o
曾
て
は
米
國
の
四
圆
事
情
は
某 

の
富
源
_

發
を
促
す
に
急
に
し
て
、
根
本
的
な
る
經
濟 

I

原
理
の
.抽

象

的

性

質

を

心

長

閑

か

.に
硏
究
す
る
を
妨
げ 

1

12
合
し
に
反
し
6
今

ま

は

.則

ち

闘

國

全

體

の

開

發

せ

.ら 

一
れ
た
る
富
は
、
そ
こ
に
經
濟
學
硏
究
が
®
;
要
な
る
地
位 

一
を
認
め
ら
れ
れ
る
へ
多
數
の
大
學
設
立
を
促
進
し
て
科 

學
的
考
察
に
至
便
至
大
の
機
會
を
提
供
し
た
る
も
の

 ̂

す
。
.
.

さ
り
な
が
ら
彼
れ
は
全
く
相
反
せ
る
仕
方
に
於
て 

•

ゎ
が
經
濟
學
思
潮
に
於
け
る
學
的
進
步
が
、
大
學
の
職 

業
的
經
濟
學
者
の
品
質
及
び
能
方
の
低
下
せ
ら
れ
た
る

f

號•

.

一
四
？ニ



坊

十

卷
(

一
四
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六〕

雜
錄
米
國
經
濟
绺
思
潮
の
今
昔

に
ょ
つ
て
.、
妨
害
せ
ら
れ
た
る
も
亦
た
、
米
國
の
四
圓

'

尠

情

の一

作
用
な
る
こW

を
看
過
す
べ
か
ら
ず
。
米

國

'

大
學
卒
槳
满
に
就
き
、
S
大
才
幹
の
大
部
分
は
、
.其
の

•

.四
圓
雖
情
の
促
す
と
こ
ろ
、
實
際
社
會
生
活
の
與
ふ
る

. 

荷
利
な
る
物
質
的
報
酬
§

め
に
’
滔
々
栩
卒
ゐ
て
實

,

—

業
界
に
投
ず
る
の
傾
向
願
著
な
る
を
以
て
、
學
究
的
生

. 

活
を
選
定
す
る
も
の
は
勢
ひ
、
必
中
し
も
決
し
て
國
家

最
礙
a

の
部
分
た
ら
ざ
る
の
、
結
果
を
示
め
し
來
ら
れ

る
も
の
、
W
ち
之
な
り
。
事
實
上*

*

今2
2

の
所
に
て
は

/大
學
又
は
®
f!
a
學
校
の
敎
授
す
る
地
位
は
、
何
等
高
き

婢
嚴
及
び
名
卷
を
潇
さ
す
し
て
、
渠
等
は
動
や
も
す
れ

. 

ば
實
際
所
の
成
功
^

ょ
り
輕
視
せ
ら
る
る
の
傾
^
な
し

,

マ

」

せ
す
。
是
れ
米
國
學
間
界
の
憂
ひ
た
ら
ざ
る
を
得
ざ

\ 

.

.

.
/

る
な
り
。
繼
が
て
社
會
的
离
象
に
時
代
の
彩
ざ
る
箔
の

添
附
せ
ら
れ
、
人
類
萬
般
の
行
動
の
，惯
値
が
貨
幣
的
稱

量
に
ょ
り
て
制
定
せ
ら
れ
、
人
類
西
般
の
行
動
が
悉
く
.

物
質
的
に
評
惯
せ
ら
る
な
の
"
拜
金
主
義
緩
和
せ
ら
れ 

.て
'
知
識
界
の
鄭
槳
が
ー
層
の
價
値
を
認
め
ら
る
る
に
.

.
第

十

號

一

四

四

至
：た
る
こ
_ 

S

は
、

學
問
進
步
の
爲
め
に

/ 

.望
ん
で
巳
む 

能
はW

る
所
な
^
V
Sす
。
さ
れ
ど
、
資
本
家
的
精
雜
" 

企
業
家
的
精
神
の
最
も
熾
烈
に
、
拜
金
注
義
、「

ビ
ジ
ネ 

ス」

萬
能
主
義
の
最
も
深
く
浸
透
せ
る
の
米
國
に
於
て 

學
隙
が
歐
«
大
陸
殊
に

»
逸

R
於
て
享
有
し
つ
つ
ぁ
る 

如
き
取
扱
ひ
を
受
く
る
こ
と
は
-

近
き
將
來
に
於
て
^
 

み
な
き
に
庶
魏
し
。

‘

r;

!,
!て:r:
I'-
；■：.；

i

M

i

l

,

批

評

と

縐

，介

美
濃
部
達
吉
著『

日

本

行

政

法』

第
四
卷

大

正

丑

早

九

月

m

2J
>
翁
缒
間

發

行 

撒

版

五

rl
十

七

瓦

正

愤

金

戒

四

黎

拾

錢 

木

#

は
#

妞

背

業

又

は

營

造

物

と

稱

せ

ら

る

、
も
の
に
關
す
る
法
規 

に
對
す
る
蕃
漭
ー
_流

の

明

快

.な

る

解

說

か

腿

过

7-
;
リ

0

箸

渚

は

『

膂
造 

物』

ガ

ス
‘法

#
-上

の

川

語

が

法

文

に

於

て

-1
將

?:
又
#

通
の
用
法
に
於 

て
t

其

意

莪

一

姥

ぜ

ざ

る

?#
^
指

摘

し

、

此

;)
|
諶

の

代
り
と
し
て
公
企 

粱

な

る

文

字

か

;!
-
1ひ

て

關

係

法

規
4 >
說

述

せ

リ

。
帮

卷

の

笟

義L
i

從

へ

* 

は

公

企

業

^

It
.「

國

家

又

.广
公

法

人

力

#

^

ノ
间
的
ノ
爲
ニ
商
ヲ
經 

f

y

又

ハ

他

ノ

潘

二

特

許

セ

ル

祺

業

ニ

シ

デ

權

カ

ノ

行

使

チ

其

ノ

木 

货

ト

爲

サ

サ

ツ

！
？
. ノ」

じ
し
て
、

典
中
_

家

の

純

铬

に

係

/,
.も
の
は
宵 

锬
企
ー
業
と
则
ひ
、

公

法

人

の

經

昝

に

係

る

も

の

は

公

瞥

企

號

と

謂

ひ

、 

前

潘

の

例

と

し

て

は

那

便

、
*

■

、

揚

、
證

、
{
B立

叢

等

か

擧
 

げ

、
後

潘

の

數

例

と

し

て

は

市

馑

の

馏

氣

祺

業

、

給

水

娘

業

"

下
水
道 

语

擞

等

か

鹖

げ

れ

リ

。
蓊

潴

は

此

『

公
企
：證

：

な

る

溆

念

に

對

し

て『

公 

物』

打

み

j 

,
r概
念
^

設

け

、
.
之
^
忠

報

し

.て

.「

凡

デ

直

接

.ニ

..公
用
ゴ 

供

セ
づ
ル
少
物」

上

^

り
0

即

ち

帮

锻

の

觉

義

.に
據

れ

ぱ

、
.；
公
逍
、

W

.

笫

十

怨

(

i
セ
セ)

批

f
翱
介

營
郞
侦
、
m
'^
、_
t
M等
1
1川
ゆ
.
.る
.ー.切
の
.設
備
、
背
公
立
^
咬
の
敷 

地
、
激
物
、
備
品
笾
は
赀
逛
れ
公
物
な
リ
と
す
。

裂
す
るLi、

美
酒
部
博
士
の
說Li

從
へ
ば
、
權
カ
の
行
使
か
艰
火
架 

粟
と
ぜ
る
晓
海
^
、
m
桃
の
徽
取
、
WJ

法
、
瞥
察
、
戶
雜
辦
務
、
民
業 

の
制
戥
腔
督
？

除
告
、
總
て
私
人
の
經
營
に
任
じ
得
る
、
且
つ
或
る 

揚
合
L
LI1
現
！

i

任
じ
つ
、
め
る
靡
業
、
例
へ
ば
交
通
、
撖
信
、
ii
l
c輸
、

|

敎
育
、
猫
生
、
.點
赍
等
か
國
家
若
し
く
は
公
法
人
が
經
營
す
る
と
«
ぱ 

:»
:〈

の
經
镫
の
方
而
ぶ
り
觀
察
し
て
之
か
公
企
粱
と
稱
し
、
各
邡
來
粱
I:

|

用

ゆ
ら
る
v
±
地

、
餓

物

、

備

品

等

は

總

て

公

物
と
名
く
も
の
な
り
と 

す

。

公
企
！T

と
公

物

と

の

對

照

か

ぱ

極

端

な

る

一

例

を

以
て
訛

明
す
る 

と

せ

ぱ

公

遛

の

新

殷

、

修

築

、
維

持

は

一

公

资

槊

|:
し
て
、
逍
路
か
桃 

成

す

る

土

地

及

其

附

蹯

骰
備
は
公
物
な
リO 
.
.

惟
ふ
に
、
權
カ
の
行
使
^
其
本
質
と
せ
ざ
る
線
て
の
政
府
の
施
設
か 

|

ば
經
營
と
irl
xis
r

と
の
雨
光
丽
ょ
り
«
察
マ
る
は
必
架
な
る
こ
と
|:
し
て 

黎
卷
が
此
雨
潸
か
ニ
制
0
異
な
れ
る
概
念
の
下
に
镞
趿
せ
ら
る
、
は
颇 

j

る
當
か
得
れ
る
.處
！

M

な
リ
と
ー
本
ふ
か
妨
げ
ざ
る
な
リ

0
唯
.前
^
^
^
し 

•て『

公
企
業』

と
な
す
は
柳
か
經
濟
冷
界
池
に
實
業
界
|:
於
け
>.
.

『

企
粱』 

な
る
用
語
と
■術
爽
す
石
の
處
れ
め
る
か
遗
憾
と
せ
ざ
る
^
得
ず
。
如
何 

と
尨
れ
ば
、
赏
公
立
墩
揆
、
圖
哿
骱
め
經
瞥
、
道
路
の
她
神
雄
は
其
问 

^
:に
於
べ
も
結
跟
|:
於
て
-
5一
 

般
に
，企
業
と
稱
し
得
る
性
質
^
布
せ
.ざ
、

る
か
以
て
尨
リ
0

s
:

ト
t«
J

M
と
な
リ
.つ
、
ぁ
.ろ#
造
物
使
川
料
の
法
徘
上
の
性
質
に
就 

' 
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